
1/2

発行日 平成２６年１１月１１日 第１１号

学校再編協議会だより （右京・船津・延命）

発行者 学校再編協議会 会長：和田洋子 副会長：本田栄一、井上茂樹

第１１回 学校再編協議会（１０月３１日）協議内容

１ 宅峰中学校の経営方針(案)について（報告）

宅峰中学校では、「博愛」「志学」「健全」を校訓として、周りに対して思いやりと尽くす心
を持つ生徒、知的好奇心に満ち、自分の可能性を広げる生徒、心身ともに健全でたくましく粘
り抜く生徒を育てることを目指すと報告がありました。

開校初年度スローガン 伝統と文化を創る「さきがけ」となれ！
～新しい仲間たちとともに～

学校教育目標 徳・知・体の調和がとれ、
次代を切り拓く高い志を持つ生徒の育成

【宅峰中学校入学説明会】
１０月３０日（木）に、右京・船津・延命中学校合同で、校区内４小学校の６年生保護者

を対象とした、入学説明会を開催しました。
※平成２７年１月２１日（水）にも、延命中学校で入学説明会を開催します。

（６年生児童、保護者を対象に中学校生活についての説明、部活動見学などを予定）

２ 宅峰中学校の施設整備について（報告）

教育委員会事務局より、次のとおり報告がありました。

（１）仮校舎（延命中学校）の施設設備
主な整備内容は、教室へのスライド黒板設置、廊下間仕切り改修、棚の整備、固定式・

移動式扇風機の設置、冷水器の移設、昇降口の備品移設、自転車置き場、カッパ置き場の
確保、給食配膳室の整備、樹木の剪定等です。H27年3月までに延命中学校の授業の妨げ
にならないように、配慮して工事にあたると説明がありました。

＜主な質問とその回答＞
・工事の工程がよくわからない。工事開始のスケジュール等はないのか、間に合うか？
・２～３月は受験の時期になるので、工事の影響が出ないか心配である。
（回答）

引越しは、３校の閉校式後の３月２６日（木）から２８日（土）の３日間を予定してい
る。また、工事は、授業に支障が出ないよう、日程や時間帯を調整しながら取り組む。

（２）本校舎（右京中学校）の施設整備
当初の計画から設計事務所の意見を取り入れた校舎の配置案が説明されました。

３ 校歌の作成について

校歌作成小委員会事務局から、歌詞に取り入れたいキーワードをもとに作られた歌詞（案）
が報告されました。委員の意見を踏まえ、作詞者に歌詞を再考いただくこととしました。

次回の協議会では、メロディーがついた校歌を披露する予定です。
＜主な意見＞

・「炭都」が歌詞に二度出てくる。 ・「延命」という地名は存在しない。
・「灯火」は勢いのある言葉にしてほしい。 ・「知慧」の漢字の再確認。

宅峰中学校校歌（案） 作詞 長友 仍世

１）三池の山から 望むふるさと
有明の海は 輝き満ちて

宅ヶ峰の丘を 風は翔け抜け
古都の浪漫に 夢は羽ばたく

あぁ宅峰中学 いにしえの歴史を
未来へとつないでゆく 友愛と向学の学び舎
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２）片平山から 見渡す景色は
炭都と栄えた 希望の大地

偉業を映す 不知火の
澄んだ水面へ 心は飛び立つ

あぁ宅峰中学 悠久の歴史を
明日へと伝えてゆく 友情と絆の学び舎

３）雲仙の御岳は 雲を貫き
延命を包む 木々の眩しさ

炭都の遺産の 名は世界に
大蛇の灯火は 心ひとつに

あぁ宅峰中学 知慧と歴史を
未来へとつないでゆく 親愛と向上の学び舎

４ 校章について

デザインの補作者は、城﨑清彦さん(右京中教頭)にお願いしました。
協議会に、１０月２０日（月）の第３回校章作成小委員会で補作者の専門的な意見を参考に選

考したデザインを提案し、承認を受けました。
また、補作者の城﨑氏よりデザイン作者との協議を踏まえた補作案、校章とセットで使用する

ロゴタイプ「宅峰中学」作成の提案があり、承認されました。

デザイン原案作者：三浦巨樹さん（延命中教諭）
なおき

デザイン補作者 ：城﨑清彦さん（右京中教頭（美術科））

デザイン原案 決定した補作デザインとロゴタイプ
（三浦巨樹さん作） （城﨑清彦さん補作）

⇒

５ 右京・船津・延命中学校の資料保存について

学校再編に伴う資料の保存について、報告がありました。
・実物を保存 ･･･ 校旗、校章、学校名プレート、校歌、卒業アルバムなど
・写真等で保存 ･･･ 歴代校長一覧写真、航空写真(パネル等)
・ファイルやデータで保存･･･ 閉校記念 DVD、各種賞状や表彰状、歴代校長顔写真など

第１２回 学校再編協議会
○日時 １２月３日(水) 午後７時
○場所 大牟田市立右京中学校２階、図書室
○議題 校歌の発表、自転車通学アンケート

結果報告 など

【学校再編協議会事務局 右京・船津・延命中学校】


